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合がある 3-4).このように筋力評価の際 , 各関節のトルクだけではなく,関節を駆動させる筋配列も考
慮する必要性があると考えられる.そこで,本研究は下肢大腿部の筋配列に注目し,股関節の拮抗
単関節筋ペアと膝関節の拮抗単関節筋ペア及び股関節と膝関節に同時に作用する拮抗二関節
筋ペアの三対 6 筋ペアの構成(図 1)を筋座標系 5)と定義し,その筋群を中心に主働作筋の筋力(生
体内力)を実験的及び理論的に検証することを試みた. 
 e1・f１, e2・f2：股・膝関節 拮抗一関節筋 
                       e3，f3：拮抗二関節筋 
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